
さいたま市ソーシャルファームについて 

【ソーシャルファーム事業について】 

しあわせ倍増プラン 2017 における「障害者の働く場づくりの推進」 

 ⇒ソーシャルファーム又は特例子会社の創設支援 

●目標：令和２年度までに３事業者

●現況：１件支援実施（わーくはぴねす農園さいたま岩槻） 

    ・株式会社エスプールプラスと協定 

    ・令和元年 11 月に農園利用企業全 17 社が開園 

    ・障害者：101 人、農場長：34 人が就労（令和２年３月末現在） 

     ※ 8 月中には、障害者及び農場長は定員の 105 人、 35 人となる

見込み 

    ※現在隣接地に農園を拡張(令和２年９月頃より順次開園予定) 

     障害者：45 人、農場長：15 人の定員が雇用される見込み 

●今後の展望 

現在、２件目の創設支援について調整を図っている。 

≪喫茶コーナー開設支援≫ 

与野本町コミュニティセンターの一部で喫茶コーナーを運営する事

業者の開設を支援 

・令和２年８月、就労継続 A 型、B 型事業者あてに事業案内を送付

し、応募のあった事業者から選定予定 

・障害者を含め、数名の雇用（支援員を含めシフト制） 

・年内運営開始見込み 
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